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交差点付近で発見された土器埋設遺構



1．はじめに

市川橋遺跡は、特別史跡「多賀城跡」の南側と西側に広がる標高 ～ の水2 3m
と く べ つ し せ き た が じ ょ う あ と

田地帯に位置する遺跡です。遺跡は東西 、南北 の範囲に広がり総面1.4km 1.6km
積は約 ㎡です。703,000
遺跡周辺では、これまで多賀城市教育委員会、宮城県教育委員会によって数多

くの調査がおこなわれ、弥生時代の遺物包含層、古墳時代の集落跡、奈良・平安
や よ い じ だ い

、 。 、時代の町並み 中世の屋敷跡などが見つかっています 各時期の遺構から弥生土器
や よ い ど き

土師器 須恵器 赤焼土器 施釉陶器 輸入陶磁器 瓦 金属製品 石製品 木簡、 、 、 、 、 、 、 、
は じ き す え き あ か や き ど き せ ゆ う と う き ゆ に ゅ う と う じ き かわ ら も っ か ん

などの木製品、漆紙文書など様々な遺物が見つかっています。
う るし が みも ん じ ょ

これまでの調査成果から周辺の状況を弥生時代 古墳時代 奈良時代 平安時代、 、 、
や よ い じ だ い こ ふ ん じ だ い な ら じ だ い へ い あ ん じ だ い

にわけて見てみます。

（紀元前 世紀～ 世紀）［弥生時代］ 4 3
現水田面から約2.5m下で、弥生土器の包含層が見つかっています。住居跡など

ほ う が ん そ う

は見つかっていませんが、この周辺のどこかに弥生時代（中期）の集落が存在し

ていたと考えられます。

（4世紀～7世紀）［古墳時代］

遺跡周辺跡では前期～後期を通じて集落が営まれ、特に後期には大きな集落が

つくられていました また 後期の集落付近の河川跡からはほぼ完全な形の丸木舟。 、
ま る き ふ ね

が見つかっています。

（8世紀）［奈良時代］

年に陸奥国国府「多賀城」が造営されました。その後 「多賀城」南面には724 、
む つ の く に こ く ふ た が じ ょ う ぞ う え い

東西大路・南北大路といった基幹道路が造られました。さらに西に隣接する山王
と う ざ い お お じ な ん ぼ く お お じ き か ん ど う ろ さ ん の う

遺跡では漆 ・鍛冶工房が見つかっています。
う るし か じ こ う ぼ う

（9世紀～12世紀）［平安時代］

9世紀前葉になると「多賀城」の南面では 東西大路・南北大路を基準にした多
と う ざ い お お じ な ん ぼ く お お じ

くの計画的な道路が造られ 約120～130m四方の碁盤目状の町並み これを方格地割、 （
ご ば ん め じ ょ う ほ う か く ち わ り

といいます ）が次第に整備されました。さらに、東西大路に面した区画は、格式。
し だ い と う ざ い お お じ

の高い廂付建物跡や当時の高級品である中国産の白磁・青磁が見つかっているこ
ひ さ し つ き た て も の あ と は く じ せ い じ

とから、都から派遣された国司が住んでいたと考えられます。東西大路を離れた
こ く し と う ざ い お お じ

区画では、小規模な建物跡が中心で、多賀城を支えた人々が暮らしていたとみら

れます。

なお、10世紀後半になると南面の方格地割を形作っていた道路が維持されなく
ほ う か く ち わ り

なり、国府「多賀城」とともに町並みも廃絶すると考えられています。
は い ぜ つ

．発見した遺構2
今回の調査では道路跡、土器埋設遺構、掘立柱建物跡、竪穴住居跡、塀跡、材

ど き ま い せ つ い こ う ほ っ た て ば し ら た て も の あ と た て あ な じ ゅ う き ょ あ と

木塀跡、溝跡、井戸跡、河川跡などが見つかりました。以下、時代別に主な遺構

の概 略を説明します。
が い り ゃく



［古墳時代］

調査区の北側で、南西から北東に流れる河川跡が見つかりました。堆積した土

の上層からは奈良時代頃の土師器・須恵器が出土し、下層からは古墳時代後期頃
は じ き す え き

（ 世紀）の土師器が出土していることから、 世紀の流路と考えられ、平安時代7 7
にはほぼ埋まっていたようです。この河川跡の規模は幅約 、深さ約 で、市3m 1.5m
川橋 次調査で見つかった部分とあわせると長さ 以上となります。10 50m
［奈良時代］

8平安時代の道路跡下から東西方向の区画溝跡が見つかりました。堆積土からは
く か く み ぞ あ と

3m 1m世紀代の土師器 須恵器が見つかっています この溝跡の規模は幅約 深さ約、 。 、

で、長さ約 以上となります。20m
［平安時代］

平安時代の遺構には道路跡、土器埋設遺構、掘立柱建物跡、塀跡などがありま
ど き ま い せ つ い こ う ほ っ た て ば し ら た て も の あ と

す。ここでは道路跡と掘立柱建物跡について見てみます。

①道路跡と土器埋設遺構

西 ・西 南北道路跡 条、北 東西道路跡 条とこれらの交差点 箇所が3 3-a 2 2-a 1 2
見つかりました。道路跡は両側には素掘りの溝（側溝）が掘られています。

す ぼ り の み ぞ そ っ こ う

［路面］

北 東西道路では、路面は盛土して２回造り作り直されています（第４図 。2-a ）

もっとも新しい路面 には 世紀前葉ころに降灰した灰白色火山灰が見られましC 10
こ う ば い か い は く し ょ く か ざ ん ば い

た。

［側溝］

側溝は２番目の路面 の時期には改修されませんが、最も古い時期の路面 のB A
時期に 回、最も新しい路面 の時期に 回ほぼ同位置で掘り直されています。2 C 1
［西 道路と西 道路］3 3-a
第 図にある北 東西道路と西 南北道路の交差点についてみると、北 東5 2-a 3 2-a

西道路跡の北側溝が東へ続き、西 南北道路跡の西側溝が北 道路より北で見ら3 2-a
れないことから、北 東西道路と西 南北道路は「 」字状に接続していたと見2-a 3 T
られます。したがって西 道路は北 道路より北側には造られなかったことにな3 2-a
りますが、その代わりに位置を西へ移動し、西 道路が造られたのではないかと3-a
考えられます。西 道路がそのまま造られなかった理由としては、今もすぐ東側3
に砂押川があるように、当時も河川がすぐ近くに位置していたためではではない

かと推測されます。

［土器埋設遺構］
ど き ま い せ つ い こ う

北 ・西 道路の交差点中央部の路面Ｃを掘り込んで造られています。２個2-a 3-a
の土師器の甕の口を合わせて、立てた状態で埋めたものです。使われた甕の大き

は じ き か め

さは口径約 ㎝、高さ約 と ㎝のものです。このような土器埋設遺構は、20 20cm 30
今まで多賀城跡の周辺で 基ほど見つかり、交差点付近で見つかることが多いこ30



とから道路に関連する祭祀に伴うものと考えられています。
さ い し

②掘立柱建物跡
ほ っ た て ば し ら た て も の あ と

西 南北道路を挟んだ東西の区画で 棟の掘立柱建物跡を見つけています。い3 5
ほ っ た て ば し ら た て も の あ と

ずれの建物跡も方向が道路跡と同じであることから道路と同じ時期のものと考え

られます。

また、建物跡は柱 穴の大きさが一辺 前後の方形をなすもの（建物３・４）1m
ちゅ うけ つ

と一辺 前後の方形をなすもの（建物１・２・５）に分けられます。そして柱50cm
穴の大きい建物跡は西 南北道路の東側の区画で見つかっており、この中には東3
側に廂を持つ格式の高いものがあります（建物 。3）
建物１：東西 間（約 、南北 間（約 ）の総柱建物跡です。竪穴住居跡2 3.1m 2 2.9m）

そ う ば し ら た ても の あ と

より新しいことを確認しています。柱と柱の間隔は約 です。柱穴は1.5m
一辺が約 の方形で 箇所すべてで見つかりました。柱はいずれも抜40cm 9
き取られています。

建物 ：東西 間（約 ）以上、南北 間（約 ）以上の建物跡で、南西部2 2 2.6m 2 5.0m
。 。は調査区外へ広がります 竪穴住居跡より新しいことを確認しています

2.6m 2.8m 70cm柱と柱の間隔は東西で約 、南北で約 です。柱穴は一辺が約

の方形で、 箇所で見つかりました。柱はいずれも抜き取られています。4
建物 ：桁行 間（約 ）以上、梁行 間（約 ）の南北棟建物跡で東側に3 5 10.8m 2 4.7m

け た ゆ き は り ゆ き

間分の廂がつきます。建物 より古いことを確認しています。柱と柱1 4
ひ さし

の間隔は梁行が約 、桁行が約 です。柱穴 は一辺が約 の方形2.3m 2.1m 1m
は り ゆ き け た ゆ き

で、 箇所で確認しています。柱の痕跡は 箇所で 見つかりました。12 9
建物 ：桁行 間（約 、梁行 間（約 ）の南北棟建物跡で、南西部は調4 3 8.6m 2 5.4m）

け た ゆ き は り ゆ き

査区外へ広がります。建物 より新しいことを確認しています。柱と柱3
2.1m 2.4 3.0m 1mの間隔は桁行で約 、梁行で約 ・約 です。柱穴は一辺が約

け た ゆ き は り ゆ き

、 、 。の方形で 箇所で見つかり いずれからも柱の痕跡が見つかっています8
建物 ：南北 間（約 ）以上、東西 間（約 ）以上の建物跡で、南西部5 2 4.0m 2 4.3m

は調査区外へ広がります。柱と柱の間隔は南北で約 、東西で約 ・2.0m 2.0
約 です。柱穴は一辺が約 の方形で、 箇所で見つかりました。2.3m 50cm 5
柱の痕跡は 箇所で見つかりました。3

．発見した遺物3
土師器、須恵器といった多数の土器や緑釉陶器や灰釉陶器、白磁碗など陶磁器
は じ き す え き り ょ く ゆ う と う き か い ゆ う と う き は く じ わ ん と う じ き

が見つかっています。そのほかに 瓦、 硯、腰帯石具、砥石、碗形滓、牛・馬の骨
かわ ら すず り よ う た い せ き ぐ と い し わ ん が た さ い

などが見つかっています。代表的なものを紹介します。

： 緑釉花文輪花皿」と呼ばれるもので東海地方の猿投産です。全体の緑釉陶器 「
り ょ く ゆ う と う き り ょ く ゆ う か も ん り ん か さ ら さ な げ

形がよくわかる形で見つかりました。当時としては高級な食器で、主に宴会用に

、 。 、 、使われ 身分の高い人が使用していたと考えられます 多賀城跡 多賀城廃寺跡

斎宮跡で出土例があります。
さ い く う あ と
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路面Ｃの構築土に灰白色火山灰（915年降灰）を含む。

路面Ｂ：ｄ期に対応

路面

側溝

側溝

ｆ期側溝

ｆ期側溝

ｄ期側溝

ｃ期側溝

ｅ期側溝

ｂ期側溝

ｃ期側溝

ｅ期側溝

ｄ期側溝

第４図 道路模式図

道路

    道路  側溝心々    路面幅
 ｃ期 北2-a道路   5.4m  （4.2m）
 

    道路  側溝心々   路面幅
 ｄ期 西3  道路   5.9m    －
 西3-a道路    2.3m    1.4m
 北2-a道路   6.4m   （5.1m）
 

（ｄ期の側溝は路面Ｃに覆われ、路面Ｂを掘り込む。）

路面ａ：ａ・ｂ・ｃ期に対応
    （北2-aではａ期は未確認）

（ａ？・ｂ・ｃの側溝は路面Ｂに覆われ、
               路面Ａを掘り込む。）

    道路  側溝心々   路面幅
 f期 西3  道路   5.3m    4.0m
 西3-a道路    4.3m    2.5m
 北2-a道路   6.2m    4.8m
 e期 西3  道路    5.4m        4.0m
 西3-a道路    4.5m      3.6m
 北2-a道路    6.5m      5.1m

（ｅ・ｆ期の側溝は路面Ｃを掘り込む。）

路面Ｃ：ｅ・ｆ期に対応
新

古

→

路面Ｃ

路面Ｃ

路面Ｂ

路面Ａ

平面・断面図

10世紀前半

）9世紀代



道路側溝 f期
道路側溝 d期

道路側溝 b期

道路側溝 a期
道路側溝 c期

道路側溝 e期

路面C 路面B

路面A 路面A
路面A

路面C

第５図 北２a・西３・西３a道路の交差点の変遷

第６図 柱穴の概念図  建物跡の概念図

桁行

梁行

● 柱穴

身舎 

廂

廂

廂廂

身舎 



：中国唐代に作られたもので、遣唐使などを通じて日本に渡ってきたも白磁碗
は く じ わ ん と う だ い け ん と う し

のです。

：多賀城につとめていた役人が儀式などで正装した際に腰に締める腰腰帯石具
よ う た い せ き ぐ

帯の石製の飾りで、巡 方と呼ばれる方形の飾りです。
じ ゅん ぽ う

．まとめ4
①見つかった北 東西道路跡、西 ・西 南北道路跡は、 世紀から 世紀前2-a 3 3-a 9 10
半にかけて機能していたことがわかりました。また、道路の側溝では 回の掘5
り直しを確認しました。

②西 南北道路跡は北 東西道路跡に南から「Ｔ」字状に接続していると見られ3 2-a
ます。したがって西 南北道路跡は北 東西道路跡より北へは続かないことに3 2-a
なります。また、西 南北道路跡は西 南北道路跡と北 東西道路跡の交差3-a 3 2-a
点の西隣で北 東西道路跡に接続し、北へ続いています。この西 南北道路2-a 3-a
跡については西 南北道路跡が北 東西道路跡より北側に造られなかったこと3 2-a
から、西 南北道路跡に代わって位置を西側に移動して造られた南北道路と考3
えられます。

③北 東西道路跡と西 南北道路跡の交差点中央部で、最も新しい路面 から2-a 3-a C
掘り込んでいる土器埋設遺構を見つけました。土師器の甕を合わせ口にしてい

ど き ま い せ つ い こ う は じ き か め

るものです。これまでの周辺における類例の多くと同様に道路の交差点を意識

した祭祀に関するものと考えられます。
さ い し

④西 南北道路跡の東西の区画の道路際で平安時代の掘立柱建物跡を見つけてい3
ほ っ た て ば し ら た て も の あ と

。 、 、ます 狭い範囲での調査ですが 東側の区画では柱穴が大きい建物跡がみられ

この中の 棟は廂を持っています。一方西側の区画は柱穴が小さい建物跡が主1
体となります。区画の使われ方に違いがあるとみられます。



第７図 期道路側溝出土「 」e 緑釉花文輪花皿
り ょ く ゆ う か も ん り ん か さ ら

第 図参考例 緑釉花文稜碗（斎宮跡 次）8 44

第９図 腰帯石具模式図



北2a道路の南・西3道路西の区画３（東から）

道路跡全景（北から） 北2a道路と西３道路の交差点付近（北から）

北2a道路と西3a道路の交差点にある土器埋設遺構 西３道路の西側溝から出土した馬の頭骨

北2a道路の南・西3道路の東の区画４（東から）

図版１ 見つかった遺構と遺物



北2-a道路の南側溝から出土した緑釉花文輪花皿




